
　国際化推進室 輸出製品技術支援センター（MTEP※）では、中小企業の皆さまの海外展開を支援するため、海外規格
の基礎講座やグローバル人材育成講座など、無料の技術セミナーを開催しています。また、技術文書の作成方法などの
実践型セミナーを有料で開催しています。これらの受講者からは、海外現地の最新情報や、ものづくりの基本指針となる
安全設計の基本概念に関するセミナー開催の要望が多く寄せられています。今回は、はじめて欧州から特別講師を招聘
して開催する「世界に通用するものづくりセミナー」のご案内と1月に開催したセミナーをご紹介します。
※ MTEP：Metropolitan Technical Support Network for Export Products の略で、広域首都圏公設試験研究機関（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県、横浜市）が連携して実施する中小企業のための海外展開支援サービスです。

海外展開支援

輸出製品技術支援センターの特別セミナー

安全な製品をつくることは、ものづくり企業において重要課題の一つで
す。特に、製品安全に関する海外の法規制は、日本に比べて厳しい対応が
求められます。EUのCEマーキング制度では、新EU指令によりリスクアセ
スメントの要求が強制されています。
1月25日（水）に、安全学、情報学、論理学が専門である明治大学名誉

教授  向殿 政男 氏によるセミナーを開催しました。安全の原点となる国際
規格：ISO/IEC Guide 51における安全の定義から、リスクアセスメントや
機能安全、信頼性と安全性など、幅広い安全設計の考え方について、解説
いただきました。

「世界に通用する安全なものづくりセミナー 安全設計の基本概念」開催報告

欧州（EU）市場に製品を輸出するためには、EUの製品規
格に適合したものづくりが求められます。
今年度の初めに改訂のあったEUの法規制の中で、EMC※1

指令とRE※2指令の2つの内容について、フォーカスしたセミ
ナーを開催します。
本セミナーでは、EMCおよびRE指令を開発した際の交渉

に参加するとともに、世界中の適合性評価機関等のトレーニ
ングにも携わってきた Jan Coenraads 氏を欧州より招聘
し、現地からの最新動向を解説します。指令改正のポイント
や、新指令で求められるリスクアセスメントへの対応について
紹介いたします。
※1 EMC : Electro-Magnetic Compatibility  電磁両立性
※2 RE : Radio Equipment  無線機器

開催概要

講　　師 Jan Coenraads 氏
日　　時 平成 29年 3月 21日（火）
 13:30～16:40
場　　所 秋葉原コンベンションホール
 東京都千代田区外神田 1-18-13 
 秋葉原ダイビル 2F
 JR 秋葉原駅（電気街出口）徒歩 1分
受 講 料 無料
定　　員 100 名
申込方法 都産技研ホームページまたは FAX
 （03-5530-2516）よりお申し込みください。
言　　語 英語（同時通訳あり）
 配布資料は講師から提供された英語版を
 日本語に訳し、提供する予定です。

新EMC指令と新RE（無線機器）指令

国際化推進室＜本部＞　TEL 03-5530-2126お問い合わせ

世界に通用するものづくりセミナー開催案内

　「TIRI NEWS」では、読者の皆さまからのご意見を伺う機会としてアンケートを実施しています。貴重
なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。皆さまからいただいたご意見を踏まえ、より役立つ
技術情報誌を発行していきます。今後もアンケートを継続しますので、ご協力をお願いします。

Q1 「TIRI NEWS」の印象について教えてください。

　全般的に高評価をいただきました。改善を続け、ご満足いただける技術情報誌
を目指していきます。

Q2 「TIRI NEWS」をご覧いただく目的を教えてください。
（複数回答可）

　「新技術を知りたい」、「技術シーズを知りたい」という回答が多く、「研究紹介」や
「TIRI NEWS EYE」の一層の内容充実を図ります。また、「セミナーやイベントなど
の情報」は、発行日や紙面の都合上、すべてを掲載することができていません。最新
のセミナーやイベント情報はホームページやメールニュースでもお知らせしています。

Q3 面白かった、参考になった記事を教えてください。

1位　5月号「海外企業の航空機部品製造を勝ち取る」

1位　5月号「TIRI NEWS EYE：パルスデトネーションエンジン」

3位　8月号「複合素材分野に参入する中小企業を素材開発から
 評価まで総合的に支援」

4位　6月号「ロボット産業活性化事業」

※「非常に面白かった／非常に参考になった」および「面白かった／参考になった」と
ご回答いただいた割合を順位付けしました。

主なご要望・ご意見
・ 都産技研独自の開発テーマを知ることが
でき、参考になっています。

・ 最先端の情報を掲載していってください。
・ 機器利用の混雑具合をわかるようにして
ほしい。

今後取り上げてほしいテーマ
・ 東京オリンピック開催に向けたスポーツ
業界の技術動向

・ 先端技術の実用化のプロセス
・ 国際標準規格の動向
・ 都産技研の研究テーマの紹介
・ AIとIoT
・ セルロースナノファイバー
・ 金属の表面化学、表面特性、鏡面研削

　アンケート結果を踏まえて、TIRI NEWS 
EYEでは、「VR」や「3Dプリンター」などを
取り上げました。引き続き、参考にさせていた
だきます。

最新情報をお届けする
メールニュース

　イベントやセミナー・講習会のお知らせ、
TIRI NEWSなどの刊行物の紹介など、皆
さまのお役に立つ情報を「都産技研メール
ニュース」として随時配信しています。
　配信をご希望の方は、タイトルを「都産技
研メールニュース配信希望」として、下記
メールアドレス宛にご送信ください。会社名
（または個人名）は不要です。

お申し込み先
E-mail koho@iri-tokyo.jp

アンケート実施概要

集計期間：平成28年4月1日～12月31日
集計対象号：平成28年4月号～12月号
アンケート回答者数延べ：165名

（うち Web回答者数35名）

内容の面白さ

表紙や誌面デザイン

文章の読みやすさ

0 20 40 60 80 100%

セミナーや
イベント情報を
知りたい
21%

新技術を知りたい
28%

他社の都産技研の
活用事例を知りたい

12%

都産技研の
設備や装置を知りたい

13%

都産技研の
技術シーズを知りたい

18%

その他 1%

■非常に良い　■良い　■改善が必要　■無回答

読者
アンケート
結果報告

海外展開の情報を得たい 7%

 T IRI  News  2017  Mar . 0908


